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令和８年度 南信州民俗芸能推進委員会 会議録 

 日時：令和８年 5 月 29 日（金）13：00～13：50 

 場所：はにかむべーす ２階 201･202 号会議室 

 出席者：別紙のとおり 

 

1 協議事項 

（１）協議案件 

・第１号議案 令和７年度事業報告 

・第２号議案 令和７年度決算報告 

・第３号議案 令和８年度事業計画（案） 

・第４号議案 令和８年度予算（案） 

 

（２）質疑内容 

  〇第 1 号議案 

  ＜南信濃遠山霜月祭保存会＞ 

パートナー企業様は今年度末で 108 社という数ですが、昨年度の協賛企業は 25 事業 

所からの協賛金ということについて、企業から会費とか年間に決まった金額をいただ

けるというものではないのですか。 

 

＜事務局＞ 

パートナー企業協賛金については、毎年協賛していただく事業について企業へ通知 

  でお願いをしております。 

７年度につきましては大阪・関西万博で開催した南信州民俗芸能フェスティバルと 

  ポスター型カレンダー制作につきまして協賛いただきたいというお願いをさせていた 

だき、こちらの事業に対して協賛していただいた企業が 25 事業所ということになりま 

す。 

 

  〇第３号議案 

  ＜南信濃遠山霜月祭保存会 針間氏＞ 

12 ページの「神楽」のユネスコ無形文化遺産登録の件ですが、具体的に登録なった 

  ときには協議会は神楽継承推進・振興協議会に協力をするという立場だけですか。具体 

的な方策が考えられていますか。 

 

＜事務局＞ 

現在はまだ具体的な計画はなく、事業計画に掲載の全国神楽推進・振興協議会の取組 

  への協力となります。決定後の件につきましては、これから検討していくということに 

なります。 
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＜南信濃遠山霜月祭保存会 針間氏＞ 

具体的に「神楽」が登録の可能性があるのかということについてもお聞きしたい。 

 

＜アドバイザー 小川氏＞ 

今年の 3 月に日本政府（文化庁）は、ユネスコへ「神楽」を日本の代表一覧表に記載 

  する申請をしました。これはもう、政府が決めたのですから確実になっていくと思いま 

す。日本から提案されるものは、2 年に 1 度の審査になっております。現在「書道」 

が審査にかかっていて、今年登録になります。その後、2028 年に「神楽」がユネスコ 

登録されるという予定で進んでいます。2030 年には「温泉文化」を登録申請するとい 

う方針を日本政府は正式決定しています。「神楽」の後は「温泉文化」だというところ 

までユネスコ登録に向けて正式決定されています。 

南信濃遠山霜月祭保存会会長がおっしゃったようにユネスコ登録が最終目標ではな 

くて、ユネスコ登録を一つのきっかけにして、神楽をどのように活用して地域社会に生 

かしていくかというのが一番大きな課題です。そこの点について、今後どのように取り 

組むべきか全国的にも検討が必要となっています。 

現在、全国で国指定の神楽が 43 件になっていますが、申請時点では 40 件で提出し 

ています。今年の 3 月に国指定が 3 件増えていまして、おそらく年明けにまだ更にい 

くつか増える見込みです。年が明けて来年の 3 月にユネスコへ再申請をすることにな 

っています。一度提出しても、ユネスコからこれはペンディングだということで保留さ 

れて、もう一度申請をするという手続きを踏むのが通常です。2 年に一度の審査ですが、 

毎年、日本政府はユネスコの登録申請をしていまして、来年の 3 月に再申請するとき 

には、おそらく 45 団体くらいになるのではないかと思いますが、それぞれ代表の方に 

証明捺印をいただくということになってくると思います。 

   現在 40 団体で構成されている「全国神楽継承・振興協議会」は登録件数が増えて、 

さらに拡大していく見込みです。協議会にはそれぞれの自治体も会員になっています 

から、自治体が支援をしながら神楽による地域振興をどのようにやっていくのかは各 

自治体で違いが出てくると思います。やはり、全国的な方向性を全国神楽継承・振興協 

議会の中で少し検討しなければならないことだと思います。 

   2028 年のユネスコ登録が実現するということは間違いないと思いますが、そこに向 

けてやはり神楽のことについて、多くの人に知ってもらったり、神楽についての海外発 

信をしたりすることが必要です。それは後で（総会で）具体的な話をしますけれども、

2026・2027・2028 年にかけてかなり多くの大きな神楽紹介の機会を設けておりますし、

海外でもヨーロッパで展開をすることも今準備が進んでおります。そんな状況です。あ

とはなぜそのような取り組みが必要なのか総会の時にお話しします。 

 

＜南信濃遠山霜月祭保存会 針間氏＞ 

ありがとうございます。私ども当事者としまして、飯田市さんも天龍村さんも神楽を
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継承する中で、脚光を浴びたときにどう対応したらいいか、また、その時に団体が小さ

くなっていてはいけないと思い、確認させていただきました。 

 

＜アドバイザー 小川氏＞ 

そこが一番大きな問題ですよね。具体的な対応として、逆光を浴びて多くの人たちが

関心を持ってくれて、ワーッと大勢来たらどうしようかとかですね、あるいはおそらく、

観光というところにもいろんなことが乗っかっていくのではないかと思いますが、そう

いう場合、何をどうすればいいのかということですね。つまり「神楽」は南信州に大き

く二つ、天龍村と飯田市にあるわけですが、国際的な勝負をしていかなきゃならないと

いうのがこれからの課題です。その時にやっぱり地域の意思がすごく大事です。国がど

うしようとかではなくて、それぞれの地元がどうしたいのか、あるいは自分たちはこう

いうふうにやっていくんだ、ということを決めていかなければならない。主体者、継承

者の意思決定というのは一番重視される文化財ですので、そういうふうなところでいろ

いろご苦労されることがあるかもしれません。 

 

＜南信濃遠山霜月祭保存会 針間氏＞ 

ありがとうございました。 

 

＜会長 平松氏＞ 

教科書作りについて、アンケート調査の対象団体はどのような範囲になるのか、国・ 

 県選択等の団体を中心に調査を行っていくのか、また、どのような内容で進めていくのか 

櫻井先生にお伺いしたい。 

 

＜アドバイザー 櫻井氏＞ 

教科書（仮称）作りについて、伊那谷民俗芸能団体連絡協議会の団体を中心にアンケー

ト調査をする予定です。今年度から具体的な内容について検討していきますが、まず、保  

存会にアンケート調査をして、それを基にして内容を詰めていくという感じです。 

 

＜飯田市教育委員会 羽生氏＞ 

カレンダー作りや広報活動でいろんないいものを作っていただいていると思います。 

せっかくなので、南信州圏域だけではなく、例えば銀座 NAGANO や県庁など、幅広く 

配布や設置をしていただければと思います。 

 

＜事務局＞ 

 今後、検討させていただきます。 

 

（３）協議結果 

全ての議案について、原案どおり承認された。   


